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「北海道の天然ガス事情と今後の役割」

～エネルギーの天然ガスシフトと高度利用に向けて～

2012年2月9日

北海道ガス株式会社

エネルギー営業部長 菅原利浩



本日の講演内容

はじめに 北海道ガスのご紹介

１.天然ガスの概要

２.北海道の天然ガス事情

３．天然ガスの課題と今後の役割

４．エネルギーのスマート化に向けて

22
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北海道ガスのご紹介北海道ガスのご紹介



出典：ガス事業年報（平成21年度）

■北海道ガスの概要 （２０１０年度実績）

函館支店

北見支店

千歳支店

札幌（本社）

小樽支店

4

お客さま件数 全国６位

ガス販売量 全国９位

導管延長数 全国６位

創 業
１９１１年（明治４４年） 会社設立
１９１２年（大正元年） 札幌、小樽、函館で操業開始
２０１１年（平成２３年）７月 創業１００周年

供給エリア
札幌市・小樽市・函館市・千歳市・石狩市・北広島市・恵庭市・
北斗市・北見市（９市に都市ガス供給）

お客さま件数 ５５８，７４９件 （うち札幌市：４２４，４６５件、普及率５３．３％）

ガス販売量 ４億４千３百万ｍ３ （46.04655MJ換算）

売上高 ５６３億円 （連結７２５億円）

従業員数 ６６６名 （連結１，０２１名）

資本金 ５０億４千万円

44



１．天然ガスの概要
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環境性優れたエネルギー
天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向

天然ガスは化石燃料の中で最もクリーンなエネルギー

燃焼時、地球温暖化の原因とされる二酸化炭素（CO2）や、光化学スモッグなど大気汚染
の原因とされる窒素酸化物（NOx）の発生量は石油や石炭と比較すると最も少ない。

また、酸性雨の原因となる硫黄酸化物については一切発生しない。
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旧ソ連
旧ソ連

旧ソ連

中東

中東

中東

アジア・太平洋

アジア・太平洋 アジア・太平洋

アフリカ

アフリカ アフリカ

北米

北米 北米

中南米 中南米 中南米

欧州
欧州

欧州,
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確認埋蔵量（2010年）

187.1Tcm

生産量（2010年）

3193.3Bcm

消費量（2010年）

3169.0Bcm

世界各地に賦存し、豊富な資源量

●ガス田、油田などの自然界に存在するメタン（ＣＨ４）を主成分とする天然の可燃性ガス

●最近は、技術の進歩により採掘可能となった「シェールガス」「コールベットメタン」
「タイトサンドガス」などが注目されている→非在来型天然ガス

●さらに、日本近海の海底地層にも賦存が期待される「メタンハイドレート」の実用化に向
けた研究開発も進んでいる

１）天然ガスの性状１）天然ガスの性状

２）世界の天然ガス確認埋蔵量・生産量・消費量（地域別）２）世界の天然ガス確認埋蔵量・生産量・消費量（地域別）

天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向

・天然ガス確認埋蔵量 187.1兆㎥
（旧ソ連31%、中東41%）

・天然ガス生産量 3兆1933億㎥

（北米26％、旧ソ連24％、ア太5％）

・天然ガス消費量 3兆1690億㎥

（北米27％、旧ソ連19％、ア太8％）

（埋蔵量/生産量＝58.6年）

※Tcm＝1兆m3、Bcm＝10億m3

出典：BP統計2011

豊富な資源量！豊富な資源量！
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（参考）シェールガス資源と世界への開発の広がり
■■ 世界のシェールガス鉱床世界のシェールガス鉱床

出典：出典：レーン・エナジーレーン・エナジー

開発中開発中

未開発未開発

16,103世界計

39中・東欧

274ｱﾌﾘｶ南部

509西欧

627旧ソ連圏

2,116中南米

2,547中東・北ｱﾌﾘｶ

2,625ｱｼﾞｱ太平洋

3,526中国・周辺

3,840北米

埋蔵量(Tcf)地 域

16,103世界計

39中・東欧

274ｱﾌﾘｶ南部

509西欧

627旧ソ連圏

2,116中南米

2,547中東・北ｱﾌﾘｶ

2,625ｱｼﾞｱ太平洋

3,526中国・周辺

3,840北米

埋蔵量(Tcf)地 域

■■ 世界のシェールガス資源量は世界のシェールガス資源量は

約約453453兆兆m3m3

出典：出典：SPE103356SPE103356論文論文 ((河田、藤田河田、藤田))
■■ 探査が進むポーランド探査が進むポーランド

出典：出典：ｼｭﾙﾝﾍﾞﾙｼﾞｪｼｭﾙﾝﾍﾞﾙｼﾞｪ

※シェールガスの鉱床は帯状に広がる

天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向



99

・シェールガスをはじめとする非在来型天然ガスの生産が世界に拡大して供給量が増大

非在来型天然ガスで供給量はさらに増大

(出典)ＩＥＡ「World Energy Outlook 2010、2011（Are we entering a golden age of gas?）」
「BP統計2010」、ＥＩＡ「Shale Gas and the U.S Energy Outlook」 ‘

２）米国におけるシェールガス生産量２）米国におけるシェールガス生産量
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３）天然ガスの生産量見通し３）天然ガスの生産量見通し
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シェールガス

コールベッドメタン

タイトガス

在来型天然ガス

非在来型比率
(右軸)

億m3

在来型ガスの地域別確認埋蔵量

在来型＋非在来型
天然ガスの回収可能な埋蔵量

１）非在来型を含めた天然ガスの資源量１）非在来型を含めた天然ガスの資源量

約4倍

非在来型ガス
406兆m3

シェールガス
204兆m3

ｺｰﾙﾍﾞｯﾄﾞﾒﾀﾝ
118兆m3

タイトガス
84兆m3

在来型ガス
404兆m3

確認埋蔵量
187兆m3

回収可能な
埋蔵量計
810兆m3
（250年分
に相当）

天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向

可採年数可採年数

約約200200年とも年とも
可採年数可採年数

約約6363年年



中国

4.3%インド

4.1%

その他
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LNGとは・・・LNG（Liquefied Natural Gas）は液化天然ガスの略
気体の天然ガスを-162℃まで冷却することにより液化させた無色透明の液体
液化することで体積は1/600となり大量輸送、貯蔵が可能

LNG利用の歴史

1941年 アメリカにて液化プラントが運転開始
（季節間需要格差を埋める目的でLNGを利用）

1959年 アメリカとイギリス共同でLNGの長距離輸送実験に成功
1964年 アルジェリアからイギリスへLNGの輸出開始
1969年 日本初のＬＮＧ輸入（東京ガスと東京電力がアラスカから）

出典： BP統計2011

日
本
は
世
界
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Ｇ
輸
入
国

7,000万㌧

世
界
一
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
国
は
カ
タ
ー
ル

ＬＮＧ（液化天然ガス）とは
天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向

2億2千万㌧ 2億2千万㌧
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－需要の増加と埋蔵量の増大により、一次エネルギにおける天然ガスの重要性はさらに高まる－

●世界のガス需要は、2035年
には5.1兆㎥となり、2010年比
1.8兆㎥の増加となる。

●天然ガスのシェアは、21％か
ら25％に増加し、2030年までに
は石炭を抜く。

●原子力からガスへのシフトを
強めても石炭・石油からガスへ
の転換も進むことにより、ＣＯ2
排出量も減少。

世界における燃料別一次エネルギー需要

ＩＥＡが想定する「ガス黄金シナリオ」
天然ガス・ＬＮＧの天然ガス・ＬＮＧの

現状と今後の動向現状と今後の動向

ＩＥＡ ＷＯＲＬＤ ＥＮＥＲＧＹ ＯＵＴＬＯＯＫ 2011 Ｓｐｅｃａｌ Ｒｅｐｏｒｔより
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エネルギー種類別輸入価格推移（単位熱量当り）



２．北海道の天然ガス事情

13131313



■北海道のエネルギー現況

・一次エネルギーにおける石油のシェアが高い

（特に家庭の暖房・給湯用エネルギーは灯油が圧倒的）

・天然ガスの利用が極端に少ない（ＬＮＧ火力発電所もない）

・一次エネルギーにおける石油のシェアが高い・一次エネルギーにおける石油のシェアが高い

（特に家庭の暖房・給湯用エネルギーは灯油が圧倒的）（特に家庭の暖房・給湯用エネルギーは灯油が圧倒的）

・天然ガスの利用が極端に少ない・天然ガスの利用が極端に少ない（ＬＮＧ火力発電所もない（ＬＮＧ火力発電所もない））

高い石油依存度高い石油依存度 天然ガス割合が低い天然ガス割合が低い

※北海道エネルギー問題懇談会（戦略メッセージ・資料編）より
1414

石油 石炭
原子力

14
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■現在の天然ガスインフラ（道央圏横断パイプライン）■現在の天然ガスインフラ（道央圏横断パイプライン）
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■現在の道内ガス事業者向け天然ガス供給■現在の道内ガス事業者向け天然ガス供給



2012年12月稼動に向けて、引き続き建設工事を安全
かつ効率的に推進していく

天然ガス供給基盤の整備 「石狩ＬＮＧ基地」の建設天然ガス供給基盤の整備天然ガス供給基盤の整備 「石狩ＬＮＧ基地」の建設「石狩ＬＮＧ基地」の建設

■建設場所

石狩市新港中央4丁目

（石狩湾新港中央埠頭）

■敷地面積

約10万平方メートル

■主な設備

LNGタンク（18万KL×1基）、LNG

気化器、外航ＬＮＧ船受入バース、

内航ＬＮＧ船・ローリー出荷設備

等

■総事業費

約400億円

天然ガスの普及拡大のために、北海道における磐石な天然ガス供給基盤を確立する

LNGLNGタンタン
クク

17



天然ガス供給基盤の整備 「石狩ＬＮＧ基地」の建設天然ガス供給基盤の整備天然ガス供給基盤の整備 「石狩ＬＮＧ基地」の建設「石狩ＬＮＧ基地」の建設

18



●道内における天然ガス普及拡大のための導管ネットワーク整備、ＬＮＧ出荷スキーム、
LNGサテライト供給体制、先進的なサービス提供など、安定供給と利便性の向上を実現
する天然ガスバリューチェーンを確立していく

石狩LNG基地

原料調達 輸 送 販売・ｻｰﾋﾞｽ

勇払ガス田

函館みなと工場

導管ネットワーク

LNGサテライト供給

内航船

LNG鉄道コンテナ

道産天然ガスと
LNG基地のベストミックス

工場等に設置したオンサイト
設備にLNGを直接供給可能

◆北海道の環境負荷低減

◆ｴﾈﾙｷﾞｰ安定供給への貢献
多種多様なLNG供給形態

ガス事業者、熱供給事業者

オンサイト事業者

・厨房、給湯、冷暖房、発電等への利用
・安全点検、メンテナンスサービス 等
・エネルギーソリューション 等

お客さま

勇払内航船基地

エコステ ＮＧＶ

LNG基地を基軸とした「天然ガスバリューチェーン」の構築

1919



３．天然ガスの課題と対応３．天然ガスの課題と対応
～インフラ機能の維持～

20202020



東日本大震災がもたらしたエネルギーにおけるFM課題

・災害に強いエネルギー供給ネットワーク

・系統電源と分散電源の相互補完

・安定供給、環境負荷軽減

・非常用電源・保安電源の確保

・耐震性に優れたガス配管設備等の整備

・臨時供給設備やその接続口の整備

・エネルギーの多重化やベストミックス

2121

主主な重要施設内設備の稼働継続な重要施設内設備の稼働継続
電気・ガス設備などの電気・ガス設備などの

インフラ機能の維持インフラ機能の維持

重要施設での重要施設でのBCPBCP策定や策定やBCMBCM構築が重構築が重

要要

災害時のリスクマネジメント災害時のリスクマネジメント

＊BCP：Business continuity plan(事業継続計画）,      BCM:Business continuity management（事業継続マネジメント）



インフラ機能維持の対応（供給面）

（参考）（参考）

PEPE管の曲げ・引張管の曲げ・引張試験試験
（参考）

溶接接合鋼管の曲げ試験

災害に強いガス設備

耐震性の高い溶接接合耐震性の高い溶接接合

高圧・中圧管 低圧管地震計 マイコンメーター

２次災害発生の防止

ガス供給の早期再開

被害の軽減

可とう性に優れる可とう性に優れる地震情報の監視地震情報の監視 感震で遮断感震で遮断

2222



インフラ機能維持の対応（システム面での事例） 出典：日本ガス協会

2323



４．エネルギーの「スマート化」に向けて
～今後のエネルギー政策の方向を踏まえ,北海道ガスが果たすべき役割～

2424



３．１１以降のエネルギー政策の主要課題

2525

安定供給

環境への適合

経済効率性

安定供給安定供給

環境への適合環境への適合

経済効率性経済効率性

3E3E
●エネルギーセキュリティーの向上

●エネルギーシステムの改革

●我が国の持続的発展に資する

エネルギー需給体制の確立

●エネルギーセキュリティーの向上●エネルギーセキュリティーの向上

●エネルギーシステムの改革●エネルギーシステムの改革

●我が国の持続的発展に資する●我が国の持続的発展に資する

エネルギー需給体制の確立エネルギー需給体制の確立



○総合資源エネルギー調査会基本問題委員会（経産省の諮問機関）

◇２０１２年夏までにゼロベースで見直した新しい「エネルギー基本計画」を策定する。

○エネルギー・環境会議（国家戦略室）←国のエネルギー政策最高決定機関

◇当面のエネルギー需給安定策

◇『革新的エネルギー・環境戦略』の策定

＜見直しの方向＞

①新たなベストミックス実現

・原発依存度低減のシナリオ←原子力政策の徹底検証 等

②新たなエネルギー（電力）システム実現

・コージェネ・燃料電池等の分散型エネルギーシステムの導入促進

③国民合意の形成

・｢反原発｣と｢原発推進｣の対立を乗り越えた国民議論の展開 2626

■エネルギー環境政策議論の動向

連携連携
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■ガス業界の中長期に向けた取り組み（１） 天然ガスシフト･高度利用の推進

燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及のための
水素供給インフラ（水素ステーション）の整備

・さらなる低炭素に向けた水素供給ネットワークの検討

②業務用･家庭用部門における高性能・高機能

ガスシステムによる省エネ・低炭素化

・再生可能／未利用エネルギーとの融合

・エネルギーマネジメントの導入拡大

（HEMS・BEMSの導入・活用）

③輸送部門におけるエネルギーの多様化

・天然ガス自動車（ＮＧＶ）の普及拡大

新たなＣＮＧ大型トラックの普及展開

欧米並みのベストミックス実現のためには、各部門での天然ガスの高度利用が重要

Ａ重油
＋

従来バーナ

Ａ重油
＋

従来バーナ

天然ガス
への転換

１００

：ＣＯ：ＣＯ22排出量（現状＝排出量（現状＝100100））

４５

ﾊﾞｰﾅｰ等
高効率化

天然ガス天然ガス

７５

高度化（省エネ）
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

燃料電池自動車

天然ガストラック

①産業部門における熱需要の天然ガス転換

・高度化（省エネ）エンジニリングの展開

「天然ガス燃料転換促進センター」の活用

暖房

太陽熱
集熱パネル

熱交換器

温水冷水

ガス

吸収式冷温水機
（ソーラークーリング）

冷房 コージェネ

未利用熱
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■ガス業界の中長期的な取り組み（２） 分散型エネルギーシステムの普及拡大

天然ガス・分散型エネルギーシステムを核としたスマートエネルギーネットワークの構築

系統電力
ネットワーク

ガス
コージェネ

ガス
コージェネ

ガス
空調

エネルギーセキュリティの向上 系統電力の負荷軽減
＋省エネ・低炭素化

風力
発電

再生可能・未利用エネルギー
の普及拡大への貢献

バイオマス
発電

分散型システム
の普及拡大

天然ガス
パイプライン

熱供給ネットワーク
による熱の面的融通

省エネ・低炭素エネルギーマネジメント

太陽光
（電気・熱）

ガス
コージェネ災害時等における

重点施設･周辺地域
への電力･熱の供給

運輸部門での
エネルギー多様化

天然ガススタンド

天然ガス自動車 燃料電池自動車水素ステーション



北海道ガスの取り組み
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住宅住宅
オフィス・商業・オフィス・商業・
病院など病院など 地域地域

天然ガスシフト・高度利用の推進天然ガスシフト・高度利用の推進

工場工場



・ガスで電気をつくり、発電時の排熱を給湯や暖房の熱として
有効活用
・高い発電効率と総合エネルギー効率で環境性と経済性を両立

・天然ガスから取り出した水素と空気中の酸素を使い、自宅で発電

・従来方式※1と比べ、年間光熱費を約6万円※2、CO2排出量を年間1.5トン（21.4％）削減

（家庭用燃料電池（家庭用燃料電池

コージェネレーションシステム）コージェネレーションシステム）

天然ガスから電気と熱をつくるシステムとして、
地域ごとの「分散型エネルギー」供給体制の構築に貢献

20112011年年

88月発売月発売

20112011年年

55月発売月発売

将来的には・・・

・省エネ型ガス給湯暖房機（エコジョーズ）とセットで使用

・ガスエンジンにより電気をつくり、排熱を暖房に利用

・従来方式※1と比べ、年間光熱費を約4.5万円※2、CO2排出量を年間1トン（14.3％）削減

北海道の暮らしを考えたシステム北海道の暮らしを考えたシステム
（貯湯タンクレスの家庭用コージェネとして日本初）（貯湯タンクレスの家庭用コージェネとして日本初）

※１電気は火力発電所から供給し、給湯と暖房は当社の都市ガスを用いた給湯暖房機（非潜熱回収型）から供給する方式

※2 ４人家族で調理・給湯・暖房にガスをご使用の場合のモデル

家庭用分野 「ガスマイホーム発電」家庭用分野家庭用分野 「「ガスマイホーム発電」ガスマイホーム発電」
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ガス空調による電力のピークカットガス空調による電力のピークカット



コージェネレーションによるエネルギーの高度利用コージェネレーションによるエネルギーの高度利用

★メリット

環境負荷の少ない天然ガスから、必要な場所で電気を作り、同時に発生する
排熱を蒸気・給湯・冷房などに有効利用するシステムシステムです。
環境負荷の少ない天然ガスから、必要な場所で電気を作り、同時に発生する
排熱を蒸気・給湯・冷房などに有効利用するシステムシステムです。

●技術開発が進み、300～1,000kWの中規模でも40％を超える発電効率ものが主流
●熱交換器とインバーター搭載のマイクロコージェネ（30・25・10・5kＷ）で導入
範囲が拡大
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病棟・中央診療棟
SRC造 地上11階地下2階
延床面積 64,835 ㎡
中央診療棟屋上にＣＧＳ設
置

基礎医学研究棟
SRC造 地上15階地下2階
延床面積 20,553 ㎡

エネルギーソリューションサービスの提供エネルギーソリューションサービスの提供

9

ＥＳＣＯ事業例：札幌医科大



社会的なエネルギー

利用効率を向上

多様化・多重化による

エネルギーセキュリティー

の向上

災害時リスク

の低減

Environment & 

Renewable Energy

Energy Security

Energy Efficiency

Disaster risk

再生可能エネルギー
との融合

「くらし」
「業務用施設・
工場」「地域」

エネルギーを賢く使う「スマート化」に向けて

低炭素社会の実現

天然ガスシフト・高度利用の実現

天然ガスコージェネ
を核とした

分散型システムの推
進



北ガスグループの社会的使命として、道内ガス事業者と連携し、全道への北ガスグループの社会的使命として、道内ガス事業者と連携し、全道への
天然ガスの普及拡大天然ガスの普及拡大に努める！に努める！

札幌札幌

北見北見

函館函館

千歳千歳

小樽小樽

勇払内航船基地勇払内航船基地函館みなと函館みなと

工場工場

勇払ガス田勇払ガス田

石狩LNG

基地

石狩石狩LNGLNG

基地基地

■天然■天然ガスの全道への普及拡大ガスの全道への普及拡大

北電火力発電所石狩LNG基地

石狩LNG基地共同利用について北電と基本合意
⇒北海道における長期安定的なエネルギー供給を目的

3535



ご清聴ありがとうございました。
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